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平成平成平成平成２２２２９９９９年度年度年度年度    予算提案説明予算提案説明予算提案説明予算提案説明    

 

次に、施政方針に基づきます平成２９年度当初予算案について提案説明を申

し上げます。 

まず、一般会計予算についてでございます。 

地方財政計画におきましては、『一億総活躍社会』の実現及び『公共施設等

の適正管理の推進』、『緊急防災・減災事業費の拡充』等、自治体が直面する

課題解決に向けた施策の推進を図ることとされております。 

本市におきましても、こうした国の動向を踏まえ、防災・減災対策を強化・

充実し、「住みたい、住み続けたいあかがねのまち」を目指す新居浜市総合戦

略に掲げる４つの基本目標を実現するための施策をさらに強力に推進するとと

もに、平成２９年度には市制施行８０周年を迎えますことから、節目となる記

念イベントの開催、また、今年開催されます「愛顔つなぐえひめ国体」本大会

の成功に向けた施策を実施するものといたしております。 

一般会計予算の総額は、４９６億７，８３５万３千円で、前年度比２３億７，

３６１万７千円、５．０％の増となっております。 

次に、各種事業を賄う財源でございますが、特定財源は、寄付金､諸収入、市

債などで、前年度よりも１１．９％増の１７８億８，５４９万８千円を見込ん

でおります。国庫支出金などは減少いたしておりますが、県支出金や繰入金な

どについて増加いたしましたことから、特定財源の構成比は､前年度より２．２

ポイント高い３６．０％となっております。また､地方債依存度につきましては､

１０．７％と、前年度の７．８％から２．９ポイント増加しております。これ

は、防災対策事業債、地域総合整備資金貸付事業債などが増加したことなどに

よるものでございます。 

年度末地方債残高見込みにつきましては、５０９億９，０００万６千円とな

り、平成２８年度末残高見込みより、１３億２３２万４千円､２．６％増加する

ものと見込んでおります。このうち臨時財政対策債は､２２５億８，７５９万円

と、市債残高の４４．３％を占める見込みとなっております。 

また、繰入金につきましては、公共施設整備基金繰入金４億１２１万８千円

のほか、合併振興基金繰入金１億５，６５２万１千円など、特定財源として各
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種基金の活用を図っております。 

 次に一般財源でございますが、市税のうち、個人市民税につきましては、１．

９％の増収を見込んでおります。また、法人市民税につきましては、海外経済

の不確実性や円高の影響などにより、前年度当初予算比で８．０％の減収を見

込んでおります。 

これらにより市税全体では、前年度比１，６１３万８千円、０．１％増の１

８６億４６９万２千円を見込んでおります。 

地方交付税につきましては、前年度よりも１，５００万円、０．３％減の５

４億９，５００万円を見込んでおります。 

繰入金につきましては、財政調整基金繰入金３億９，４０４万３千円、平成

２９年度に廃止を予定しております土地開発基金繰入金８億円などを計上いた

しております。 

これらによりまして、一般財源総額は、前年度よりも４億７，８６３万７千

円、１．５％増の３１７億９，２８５万５千円、構成比は６４．０％となって

おります。 

 

 以上が一般会計予算の概要でございます。 

国におきましては、一億総活躍社会の実現と地方創生の推進を図る一方、行

政サービスのアウトソーシング、自治体情報システムのクラウド化などの地方

行政サービス改革推進など、地方団体の財政マネジメント強化が求められてい

ます。 

このため、事業の重点化を図り、中長期的な視点も踏まえ、より効果・効率

的な行財政運営を継続し、健全財政を堅持したいと考えております。 

 

次に、特別会計につきましては、渡海船事業、住宅新築資金等貸付事業、平

尾墓園事業、公共下水道事業、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者

医療事業及び工業用地造成事業の全８会計、また企業会計につきましては、水

道事業、工業用水道事業につきまして、それぞれの事業に要します事業費、事

務費について特別会計で３７８億６，９６１万６千円、企業会計で４６億９，

７１７万６千円を措置いたしております。 

 以上で平成２９年度当初予算の説明を終わります。 


